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Text booklet – Instructions to candidates
 y Do not open this booklet until instructed to do so.

 y This booklet accompanies paper 2 reading comprehension.

Livret de textes – Instructions destinées aux candidats
 y N’ouvrez pas ce livret avant d’y être autorisé(e).

 y Ce livret accompagne la partie de l’épreuve 2 portant sur la compréhension écrite.

Cuadernillo de textos – Instrucciones para los alumnos 
 y No abra este cuadernillo hasta que se lo autoricen.

 y Este cuadernillo acompaña a la parte de comprensión de lectura de la prueba 2.

Japanese B – Standard level – Paper 2 – Reading comprehension
Japonais B – Niveau moyen – Épreuve 2 – Compréhension écrite
Japonés B – Nivel Medio – Prueba 2 – Comprensión de lectura
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問題 A問題 A

　

小お

ぶ

せ

布
施
町
は
、
本
州
の
真
ん
中
に
あ
っ
て
、
長な

が

の野
県
で
一
番
小
さ
い
町
で
す
。
人
口
は
、
や
く
一
万
人
ち
ょ
っ
と
で
、
小
学
校 

と
中
学
校
が
一
つ
ず
つ
あ
り
ま
す
。
い
な
か
の
町
で
、
駅
前
に
は
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ン
ビ
ニ
も 

お
み
や
げ

の
店
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
ま
わ
り
の
山
の 

ふ
う
け
い
が 

す
ば
ら
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
町
の 

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
花か

だ

ん壇
が

あ
っ
て
、
一
年
中
美
し
い
で
す
。

　

最
近
、
小お

布ぶ

施せ

町
の
「
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」
が
有
名
に
な
っ
て
、
前
よ
り
も
観

か
ん
こ
う
き
ゃ
く

光
客
の
数
が
ふ
え
ま
し
た
。
小お

布ぶ

施せ

町
に
本
屋

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
の 

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で 

だ
れ
で
も
自
由
に
本
を
読
ん
だ
り
、
借
り
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば

銀
行
、
郵

ゆ
う
び
ん
き
ょ
く

便
局
、
喫き

っ
さ
て
ん

茶
店
、
パ
ン
屋
な
ど
に
は
、
本
だ
な
が 

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
れ
も 

み
ん
な
小
さ
な
図
書
館
で
す
。
銀
行

の
本
だ
な
に
は
、
お
金
の
本
や
子
ど
も
の
本
、
パ
ン
屋
に
は
パ
ン
の
本
を
お
い
て
い
ま
す
。
喫き

っ
さ
て
ん

茶
店
に
は
、
自し

ぜ

ん然
の
本
が
多
く
て
、

飲
み
物
を
待
ち
な
が
ら
、
本
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
の
ど
こ
に
で
も
、
小
さ
な
図
書
館
が
あ
る
の
で
、
「
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。
「
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」
は
、

十
の
小
さ
な
図
書
館
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
は
十
七
あ
り
ま
す
。

 

「
か
ね
い
ち
」
も
小
さ
な
図
書
館
の
一
つ
で
す
。
「
か
ね
い
ち
」
は
、
内
山
さ
ん
の
家
で
す
。
だ
れ
で
も
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

玄げ
ん

関か
ん

の
よ
こ
に
テ
ー
ブ
ル
と
い
す
、
本
だ
な
を
お
い
て
い
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
で
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
も
自
由
に
飲
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
こ
に
は
、
町
の
中
学
生
が
一
番
よ
く
来
る
そ
う
で
す
。
学
校
の
帰
り
に
友
だ
ち
と 

い
っ
し
ょ
に
来
て
、
話
を
し
た
り
勉
強

を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
に
は
、
内
山
さ
ん
が
中
学
生
に
歴
史
や
生
物
の
本
を
し
ょ
う
か
い
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
小お

ぶ

せ

布
施
町
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。
町
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
、
本
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
本
の
楽
し
み
か
た
は
、

い
ろ
い
ろ
で
す
。
買
い
物
を
し
な
が
ら
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
観か

ん

光こ
う

を
し
な
が
ら
、
自
由
に
本
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

小小お

ぶ

せ

お

ぶ

せ

布
施
布
施
町
の
「
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」

町
の
「
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
」
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問題 B問題 B

和和
わ が っ きわ が っ き

楽器楽器グループ「グループ「ZAKURO SHOW」」

「ZAKURO SHOW」は、日本の伝
でん

統
とう

的
てき

な たいこや こと

などを使って、毎月ライブを開いています。グループの

二人はロシア人のジュリアさんと、アルメニア人の

カレンさんです。ジュリアさんにお話を聞いてみました。

Q [ – 17 – ]

A 　 私は 10 年ぐらい前に日本語を勉強するために日本

に来ました。当時はお金もありませんでしたし、日本語も分かりませんでしたが、

日本の音楽がききたいと思いました。ところが、インターネットで調べても、

どこへ行ったら日本の伝
でん

統
とう

的
てき

な音楽がきけるか、分かりませんでした。近所の

人は「歌
か

舞
ぶ

伎
き

座
ざ

へ行ってみたら。」と言ったのですが、歌
か

舞
ぶ

伎
き

は高いし、日本人でも

分かりにくい日本語で、結
けっきょく

局、東京では日本の楽
が っ き

器がきけませんでした。

Q [ – 18 – ]

A 　 2 年ぐらい前にカレンさんと話して、「ほとんどの外国人旅行客は東京に来る。

東京で、日本語が分からない外国人でも楽しめる和
わ が っ き

楽器の音楽会を開こう。」と

決めて、始めました。世界中の人に知らせるために、ホームページも英語にしま

した。

Q [ – 19 – ]

A 　 伝
でん

統
とう

的
てき

な日本の音楽は、ことだけ、または、しゃくはちだけ、というものが多い

です。グループで いっしょに ひけるようにアレンジしなければいけませんでした。

それから、伝
でん

統
とう

的
てき

な きょくは とても長いものが多いので、日本の音楽が初めての

お客さんには、あまり適切ではありません。一つ一つの きょくを短くして、一晩

のコンサートの中で いろいろな きょくが きけるように しました。

Q [ – 20 – ]

A 　 東京のお客さんは、ちょっと特別なものを期
き た い

待しますね。高くてもいいんですが、

サンドイッチとコーヒーを用意したり、ちょっと高
こうきゅう

級なホテルで開いたりとか 

します。クラシックのコンサートもそうですが、東京の人は、チケットを 3 万円に

すると来るんですが、4 千円ぐらいだと興
きょうみ

味がなさそうです。

5

10

15

20
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Q 　おもしろいですね。

A 　 ええ。私たちは外国人だからこそ、日本の音楽の良さが分かるし、それを日本人

に伝えたいんです。日本料理も空手も柔
じゅうどう

道も外国でブームになって、日本で

見なおされましたよね。日本の音楽も そのように できればいいと考えています。

「ZAKURO SHOW」の今後の活動が楽しみですね。

30
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問題 C問題 C

店と客を調べてメニュー開発店と客を調べてメニュー開発

ラムラ社は、東京などでレストランを開いている会社です。今、ある産
さんぎょう

業大学と

いっしょにビジネスの すすめかたを考えています。いろいろなアイディアをためして

いますが、今年は大学生たちが やき肉店の新しいメニューを開発しました。それが

10 月の中
ちゅうじゅん

旬からレストランで出されることになりました。大学生たちは「お客さん

たちに食べて、よろこんでもらいたい。」と期
き た い

待しています。

大学生たちはみんな、経
けいざい

済やマーケティングを勉強しています。去年の大学生は、

ラムラ社のカフェのメニューを考えました。今年は、大学 3 年生 46 人が 8 つのチーム

に分かれてラムラ社の やき肉店を新しくする方法を考えました。大学生たちは

「やき肉と考えると、やき肉定食しかアイディアがなかったので、最初は とても 

こまった。自分たちの考えを広げるのが むずかしい課
か だ い

題だった。」と話しています。

大学生たちはまず、ラムラ社の自由がおかのレストランに行ってみました。そして、

ここには、どんな人がいつ、何人ぐらい来るか調べました。また、レストランで

食べているお客さんに実
じっ

際
さい

にインタビューをしてみました。そのけっか、このレスト

ランの課
か だ い

題が見えてきました。これを解
かい

決
けつ

するために、大学生たちはどんな料理が

売れるだろうかと考え、新しいメニューを作りました。

5

10

15
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8 月 8 日には、ラムラ社の人にも大学に来てもらって、大学生たちが新しいアイディア

やメニューを発
はっぴょう

表しました。一つのチームは、自由がおかのレストランには学生が 

あまり来ないことに気づきました。レストランのイメージがちょっと高
こうきゅう

級で、高そう 

だからです。そこで、女子学生をターゲットに、「玉
た ま て

手ばこ」という料理を作りました。

はこの中の肉は花のように きれいに見えますが、そのほかに やさいも たくさん入れ

ました。ほかのグループは 50 代の女
じょせい

性をターゲットにして、ワインつきのセットを 

考えました。家族といっしょに来て、料理をつまみながら、会話がはずむ様子を 

イメージしました。

9 月にはレストランで試
ししょくかい

食会が行われました。プロの料理人が作った美しい料理を 

見て、大学生は感動していました。「お客さんからどんな反
はん

応
のう

があるか、楽しみ半分 

で不
ふ あ ん

安半分です。」と言いました。大学の先生も、「学生にとって貴
きちょう

重な体験になりま 

した。今後もぜひ続けたいです。」と話していました。
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